
クラウドサーカスのMAツール『BowNow』、SaaS連携データクラウドサーカスのMAツール『BowNow』、SaaS連携データ
ベース『Yoom』とシステム連携開始ベース『Yoom』とシステム連携開始

〜『BowNow』と直接連携のない他社SaaSサービスとのデータ連携が可能に〜〜『BowNow』と直接連携のない他社SaaSサービスとのデータ連携が可能に〜

クラウドサーカス株式会社（本社:東京都、代表取締役:北村 健⼀、以下「クラウドサーカス」）が開発・クラウドサーカス株式会社（本社:東京都、代表取締役:北村 健⼀、以下「クラウドサーカス」）が開発・

運営する国内シェア1位※のマーケティングオートメーションツール（以下、「MAツール」）運営する国内シェア1位※のマーケティングオートメーションツール（以下、「MAツール」）

『BowNow（バウナウ）』は、Yoom株式会社（本社:東京都、代表取締役社⻑:波⼾﨑 駿、以下『BowNow（バウナウ）』は、Yoom株式会社（本社:東京都、代表取締役社⻑:波⼾﨑 駿、以下

「Yoom」）が開発・運営するSaaS連携データベース『Yoom （ユーム）』と、システム連携を開始しま「Yoom」）が開発・運営するSaaS連携データベース『Yoom （ユーム）』と、システム連携を開始しま

したのでお知らせいたします。したのでお知らせいたします。

《 クラウドサーカス株式会社は、スターティアホールディングス株式会社（本社:東京都、代表取締役:本《 クラウドサーカス株式会社は、スターティアホールディングス株式会社（本社:東京都、代表取締役:本

郷 秀之、証券コード:3393）の連結⼦会社です。 》郷 秀之、証券コード:3393）の連結⼦会社です。 》

API連携の概要API連携の概要

 SaaS連携データベース『Yoom』は、100以上のSaaSとノーコードで連携するiPaaS機能を備えたデー

タベースです。この度の連携により、MAツール『BowNow』は、これまで直接連携していなかった各種

クラウドサービスとの⼀括データ連携を、『Yoom』をハブにすることで実現します。これにより、『Bo

wNow』に蓄積している顧客情報を他のクラウドサービスで利⽤する際に、個別の連携や⼿動更新が不要

となり、また、『Yoom』が連携しているクラウドサービスから収集したデータを『BowNow』に取り込

むことも可能になります。さらに、『Yoom』の管理画⾯上での直感的な操作だけで『BowNow』と各種

クラウドサービスとを連携できるため、マーケティングや営業担当者の⼿で連携業務を完結できるよう

になります。
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『BowNow』と『Yoom』で連携可能な情報『BowNow』と『Yoom』で連携可能な情報

・姓

・名

・メールアドレス

・会社・組織名

・電話番号

・FAX番号

・部署

・役職

・住所

・ウェブサイト

・メール配信

・ステータス

・グループ

・タグ

・リード獲得元

・備考

・リード詳細のURL

※上記以外にも追加対応が可能

MAツール『BowNow』とはMAツール『BowNow』とは

 『BowNow』は、「シンプルで使いやすい」をコンセプトとしたMAツールです。⾒込み客の興味関⼼

の把握や、興味関⼼に合わせた情報発信を⾏うことができ、商談や成約に繋がりやすい「アツい顧客（

ホットリード）」の効率的な発⾒とアプローチを可能にします。現在は13,000社以上で導⼊実績があり(

2023年6⽉時点) 、MAツールとしては国内シェア1位※を誇ります。

URL：https://bow-now.jp/

※DataSign社「Webサービス調査レポート2023.8」 https://oshiete-url.jp/report/docodoco/2023_8

/

Yoom株式会社についてYoom株式会社について

 『Yoom』は様々なSaaSとノーコードで連携し、業務を⾃動化するSaaS連携データベースです。各Saa

Sに分散した情報をYoomのデータベースに集約し、繰り返し発⽣する業務フローを⾃動化することで、

セールス・⼈事・労務・経理など様々な部⾨で業務の効率化・⾃動化を実現します。2022年1⽉に正式

版をリリースし、4,500社以上に導⼊いただいています。（2023年10⽉時点）

ChatGPT、kintone、Salesforce、chatworkなど、100近くのアプリ・サービスと連携しています。また

、現在未連携のサービスであっても、ご要望に応じて積極的に連携を⾏います。

会社名  ：Yoom株式会社

所在地  ：東京都千代⽥区神⽥錦町2-2-1 WeWork KANDA SQUARE

代表者  ：代表取締役 波⼾﨑 駿

設⽴   ：2022年6⽉23⽇

事業   ：ビジネスオートメーションSaaSの開発と運営

URL   ： https://yoom.co.jp/

https://bow-now.jp/
https://oshiete-url.jp/report/docodoco/2023_8/
https://yoom.co.jp/


クラウドサーカス株式会社についてクラウドサーカス株式会社について

 「世界標準のマーケティングエコシステム」をビジョンとして掲げるクラウドサーカス株式会社は、

デジタルマーケティングSaaSである「Cloud CIRCUS」の開発・提供を主⼒事業として展開しています

。「Cloud CIRCUS」は、中⼩企業を中⼼に48,000件以上（2023年6⽉末時点）に導⼊され、⽇本そし

てアジアのサステナブルなビジネス環境を創造していきます。

会社名  ：クラウドサーカス株式会社

所在地  ：東京都新宿区⻄新宿２-３-１ 新宿モノリス21階

代表者  ：代表取締役CEO 北村 健⼀

設⽴   ：2009年4⽉1⽇

事業内容 ：デジタルマーケティングSaaS「クラウドサーカス」の開発・販売及び、デジタルマーケテ

ィングに関するコンサルティング・受託業務

URL   ：https://cloudcircus.jp/company/

スターティアホールディングス株式会社についてスターティアホールディングス株式会社について

スターティアホールディングスグループは、デジタルマーケティング(事業会社:クラウドサーカス株式

会社)とITインフラ(事業会社:スターティア株式会社、スターティアレイズ株式会社、C-design株式会社

、等)を通じ、中⼩企業のデジタルシフトを進めていきます。「最先端を、⼈間らしく。」をコーポレー

トスローガンに、デジタル技術やサービスを、分かりやすく寄り添って提供します。

会社名  ：スターティアホールディングス株式会社

所在地  ：東京都新宿区⻄新宿２-３-１ 新宿モノリス１９F

代表者  ：代表取締役社⻑ 兼 最⾼経営責任者 本郷秀之

資本⾦  ：824,315千円

設⽴   ：1996年2⽉21⽇

上場取引所：東京証券取引所 プライム市場（証券コード：3393）

事業内容 ：グループ会社の経営管理等

URL   ：https://www.startiaholdings.com/

スターティアホールディングス株式会社 広報IR部

E-mail：release@startiaholdings.com

https://cloudcircus.jp/company/
https://www.startiaholdings.com/
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